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 学生は SPA 委員会へ計画書を提出し，実施終了時にその実施報告書を提出する．また，SPA は大学院の修了要件の一
つとして設定されており， PBL の成果を学外で発表することでも置き換え可能としている． 
 
【SPA 報告書】 
 平成 22 年度の SPA 実施報告書として，計 15 課題が提出された． 
 
【広報活動】 
 平成 22 年 11 月 11 日（木）～12 日（金）に東北 IT ソリューション EXPO2010 が開催された．この場において，ソ
フトウェア情報学研究科の大学院生の行なっている研究活動を展示・発表するとともに，東北の企業の方々および一般の
方々へ，SPA の広報活動を行なった．このイベントに参加した企業と学校の数は 50 件あった．本研究科からは，「農産
物産地直売所における入荷・販売計画作成支援システム」のテーマを発表した． 
産学連携のシーズ（企業ができること・やりたいこと）とニーズ（顧客が求めていること）のすり合わせが必ずしも充分
でない状況下で，より多くの学生の取り組みを紹介し，本イベントで議論すれば有効ではないかという意見があった． 
  
